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〔要旨〕





　そこで、本研究は、PAC 分析法と TEA を用いて、日本での 1 年の交換留学を経て大学を卒
業してから日本に住み、働き続けることを選択して数年以上経過している元日本語学習者が、
日本での日本語学習や経験をどのように意味づけているかを考察する。結論として、研究開始
当初は TEA で言う等至点（ EFP ）を「日本や日本語と関わりを持ち続けて、日本で生活し続
け る こ と 」と 想 定 し、歴 史 的 ご 招 待（ Historical Structured Inviting: HSI ）（ 安 田・サ ト ウ、
2017 ）に基づき協力者 D を研究協力者として「お招き」した。そして、インタビューを続け、













　丸山・小澤（ 2018、2019a ）は上の背景を踏まえ、個人別態度構造分析（ PAC 分析法）（内藤、
2002 ）と、人間の文化的発達を非可逆的時間と文化社会的文脈との関係の中で捉え、記述する








（ JACET SLA 研究会、2000：45 ）、林（ 2005 ）では、この学習者要因の下位分類の整理がなされ
ている。学習者要因に関連する研究は、日本語教育においては文野他（ 2006 ）や有川（ 2010 ）、










いる（木戸・サトウ、2019：36 ）。丸山・小澤（ 2018、2019 ）、小澤・丸山（ 2019a, 2019b ）、
Ozawa and Maruyama（ 2019 ）はこの考えを取り入れた研究で、本研究もこの一連の研究に位
置付けられる



























で 4 回行った。研究は TEA で言う等至点（ EFP ）を「日本や日本語と関わりを持ち続けて、日
本で生活し続けること」と想定して開始した。














1 回目：2018 年 6 月 17 日　（約 3 時間半）
2 回目：2018 年 7 月 10 日　（約 2 時間 40 分）
3 回目：2018 年 9 月 2 日 　（約 2 時間）
4 回目：2018 年 12 月 10 日 （約 3 時間）
3.2　インタビュー方法
　本研究は PAC 分析法と TEA を複合的に活用する。具体的には、協力者 D に同意を得た上で筆
者らが 4 回インタビューを行った。まず 1 回目と 2 回目は PAC 分析インタビューの手法で、3















　PAC 分析法インタビューは内藤（ 2002 ）の手順で進め、協力者 D は 37 の連想語を挙げた。統




　PAC 分析インタビューで、協力者 D はこれを 3 つのクラスター（以下、CL ）に分けることに
同意し、各 CL を次のように名付けた。重要度順 28 , 37 , 24 , 34 , 32 , 36 , 29 , 33 , 10 , 31 , 30 , 35 , 6 の 13
項目から成る CL1 は「時代性」、同 4 , 18 , 21 , 22 , 3 , 19 , 20 , 16 , 9 の 9 項目から成る CL2 は「不安と
不満」、同 7 , 11 , 5 , 25 , 2 , 14 , 23 , 13 , 17 , 26 , 12 , 15 , 27 , 1 , 8 の 15 項目から成る CL3 は「日本社会」、
そして CL 全体を「私と日本の今」と名付けた。
　PAC 分析インタビューは基本的に、調査協力者がまず各 CL の印象について述べ、次に CL 間
の共通点や相違点についての印象を自由に話す順番で進むが、協力者 D はインタビューの冒頭で、
CL 間の関係性について解釈した。具体的には、CL1 は協力者 D が見ている時代の流れを表し、
CL2 と 3 は、協力者 D が捉える時代に対する協力者 D の考えという関係である。
　各 CL の印象について、協力者 D は、CL1 を「時代性」と名付け、連想語をまとめて、協力者








































表 2　調査協力者 D の連想語と順位、印象、および CL の名付けの内訳





























5 everyone’s an expert －
25 外国において、日本語を活かしたほうが有利？ 0
2 専門 0
14 ［ microaggression ］ －
23 「あなたの国は」？→どうこたえるべきか 0
13 「海外では××はどう？」と聞かれ、自分が「海外」代表になる？ －


































































　次に CL 間の関係について見る。CL1「時代性」と CL2「不安と不満」は CL1 が協力者 D 自身
の意見が入っているかもしれないが時代の変化についての話で、CL2 が協力者 D の内面的なも
のであるという違いがあるが、この 2 つは関連が強く、CL1 から CL2 に思考が流れていくとした。
次に CL1 と CL3 については、CL1 が時代の変化の話であるのに対し、CL3 は CL1 とは直接つな
がらない内容であり、また、以前からあったが、協力者 D 自身が気づくのが遅かった課題だと
した。また CL2 と CL3 は、CL2 が内面的な内容であるのに対し、CL3 が事実である点が異なる。
この 2 つは関連が強いが、思考の流れとしては CL3 から CL2 に流れていくとした。
　調査協力者は CL 全体を「私と日本の今」とし、CL1 を体験して、CL3 の事実に気づいた結果、
CL2 の気持ちになると述べた。
　CL 間の関係についての発話から、大学で日本研究を専攻し日本で家庭を持ち、日本での生活





　協力者 D の日本語学習への取り組みは、CL に関する質問の後の、個別の連想語に関する質問






















































　まず、TEM 図を描く上で必要な概念は、等至点（ Equifinality Point: EFP ）、第 2 の等至点（ 2nd 
Equifinality Point: 2nd EFP ）、両 極 化 し た 等 至 点（ Polarized Equifinality Point: P－EFP ）、分 岐 点
（Bifurcation Point: BFP）、必須通過点（Obligatory Passage Point: OPP）、社会的方向付け（Social 
Direction: SD ）、社会的助勢（ Social Guidance: SG ）の 5 点である（安田・サトウ、2012 ）。本
研究における概念の意味は表 3 の通りである。
4.2.2　日本・日本語と関わって生きることに対する協力者 D の意識の変容
　以下は、本研究が分析の対象とした TEM 図の凡例（図 2 ）と、協力者 D の TEM 図（図 3 ）で
ある。
　協力者 D が EFP「日本や日本語と関係を持ち続けて生きる」に至るまでの経験を TEM 図（図 3）





等至点（ EFP ） 日本や日本語と関わりを持ち続けて、日本で生活し続けること
両極化した等至点（ P－EFP ） 日本や日本語と関わりを持ち続けて日本で生活し続けることを諦める



























4 ． 社会環境：日本アニメと出会う（南米 TV コンテンツの在り方）



































第Ⅰ期　 ペルーでの幼少期・イギリスへの移住 ― ペルーからロンドンのおばを訪問し、イギリ
スに移住するまで
第Ⅱ期　 イギリスでの幼少期から青年期① ― パリやアメリカでアニメの魅力に気づき、日本の
アニメの素晴らしさに改めて感動し、日本に行こうと思うまで

































図 3－1　協力者 D の TEM 図（ 1/2 ）




各区分ごとに、表 3 で表した BFP ①～④の分析結果を中心に、協力者 D の語りを記述する。




























































⑶　第Ⅲ期　 イギリスでの青年期① ― アニメに魅了され、日本のアニメに出会い日本に行こう
と思うまで：BFP ②～③






















































































4.2.3　 日本・日本語と関わって生きることに対する協力者 D の径路に影響を与えた SD お
よび SG
　本節ではどのような経験が日本・日本語と関わって生きることに影響を与えているのかを考察
するために、協力者 D の意識の変容に影響を与えたと思われる SD と SG を見ていく（表 3 ）。










































































　本稿は PAC 分析インタビューと TEM により協力者 D が EFP「日本や日本語と関係を持ち続け
て生きる」に至る径路を分析し、日本・日本語と関わって生きることに対する調査協力者 D の
径路に影響を与えた SD および SG を捉えた。
　筆者らは、本研究について、EFP を「日本や日本語と関わりを持ち続けて、日本で生活し続け
ること」と想定して研究を開始し、歴史的ご招待（ Historical Structured Inviting: HSI ）（安田他、
2017 ）に基づき協力者 D を研究協力者として「お招き」したが、インタビューを続ける中で、
協力者 D は、日本のアニメと関係をもって生きていくことを心に決めている一方で、時代の推
移を認識することで、活躍の場が日本でなくともいいかもしれないという考えを持つようになっ
た。このような協力者 D の考えは筆者らが想定した EFP と異なることから、本研究は協力者に
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